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１ 安定した農業基盤の確保

基本方針

● 農産物の供給という生産機能だけではなく、自然環境の維持や防
災・治水機能などの多面的な機能を持つものとして優良農地や農業用
水路などの生産基盤を確保するとともに、営農意欲のある農家を積極
的に支援するなど、安定して都市農業を営むことができるような基盤
の確保をはかります。

● 農業体験などを通じて市民と農業生産者との交流を促進するととも
に、農業公園の整備などをすすめ、市民が農業にふれあい、農業に対
する理解を深めることにより、都市と調和した農業を振興します。

5－3 都市農業

※1 農地流動化
農地に利用権を設定することで、営農意欲の高い農家に農地を移動しやすくすること。

生産基盤の確保 ５－３－０－１－１

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

農地流動化※1

の促進
優良農地を確保するとともに効率的・
近代的な農業を実施するため、営農意
欲の高い農家へ農地の利用権の集積や
農作業の委託を促進

促進 促進 緑政土木局

優良農地保全利
用対策事業

農地の保全と利用を促進し、農業経営
の安定性を確保するため、共同利用施
設整備や高性能農業機械の導入にかか
る費用などを助成

助成１３団体 助成
年１３団体

緑政土木局

農業用水の安定
供給

農業用水の安定供給をはかるため、農
業用水路を改良・整備（農業用水路整
備事業）

農業用ため池の改修を実施

延長１�９k m

石ひろい池

延長４�８k m

琵琶ヶ池
風越池

緑政土木局

農業用水路の環
境整備（再掲）

2 －2 －0 －5 －6
親水空間の創出〈→Ｐ１００〉

緑政土木局

平成１３～１５年度に要する投資的事業費 ７８３百万円
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２ ふれあい農業の推進

※2 環境保全型農業
農業のもつ物質循環機能を生かし、生産性との調和などに留意しつつ、土づくりを通じて化学肥料、農薬の使用などによる環境負荷の軽減

に配慮した持続的な農業。

※3 有機栽培
化学合成農薬、化学肥料および化学合成土壌改良資材を使わないで、３年以上を経過し、堆肥などによる土づくりを行ったほ場において生

産すること。（農林水産省「有機農産物等に係る青果物等特別表示ガイドライン」）

※4 減化学肥料栽培
化学肥料の使用を、同じ地域の同じ時期に慣行的に使われる量の５割以下に減らして生産すること。（同ガイドライン）

※5 減農薬栽培
化学合成農薬の使用を、同じ地域の同じ時期に慣行的に使われる回数の５割以下に減らして生産すること。（同ガイドライン）

農業を通じた交流の促進 ５－３－０－２－１

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

朝市・青空市の
促進

農家が農産物を直接販売する朝市・青
空市の質的充実や開催を拡大

朝市・青空市
６００回開催

朝市・青空市
年６３０回開催
に拡大

緑政土木局

営農バックアッ
プ事業（新規）

農家の担い手不足に対応するため、農
業を支援するボランティアを養成し、
農家へ派遣

― 農業塾の開催

援農ボランテ
ィアの育成
９０人

緑政土木局

農業経営の安定化支援 ５－３－０－１－２

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

農業の高度化の
促進

営農意欲のある農家に対して、農業技
術の指導や新しい農業に関する情報を
積極的に提供

提供団体
５団体

提供団体
年５団体

緑政土木局

農業の多様な担
い手の育成・確
保

認定農業者、農業経営士、青年農業士、
農村生活アドバイザーの認定につとめ
るとともに、研修会・講習会の開催な
どを通して、農業の担い手を確保

認定農業者
１人
農業経営士
１人
青年農業士
１人
農村生活アド
バイザー１人

認定農業者
６人
農業経営士
３人
青年農業士
３人
農村生活アド
バイザー３人

緑政土木局

環境保全型農
業※2 の推進

化学合成農薬や化学肥料の使用量を減
らしたり、化学合成土壌改良材を使用
しない、有機栽培※3、減化学肥料栽培※4、
減農薬栽培※5 を普及

推進 推進 緑政土木局
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農園のあるまちづくり ５－３－０－２－２

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

農園のあるまち
づくり事業

農地がまとまって残っている地区にお
いて、多種多様な市民農園を配置する
とともに、収穫祭などを通じて市民や
農家などが交流できる「農園のあるま
ちづくり」を推進

天白区菅田地
区を対象に基
本計画策定

農園の設置
２５か所

直接販売施設、
トイレなどの
整備

収穫祭の開催
年１回

緑政土木局

市民農園の設置 市民が農業とふれあうことができるよ
う各種の市民農園の整備をすすめると
ともに、良好な維持管理を推進

設置
ふれあい農
園６か所

設置
ふれあい農
園２０か所

憩いの農園
２か所

緑政土木局

平成１３～１５年度に要する投資的事業費 １０１百万円

特色ある農業公園の整備 ５－３－０－２－３

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

荒池なごやかフ
ァーム構想の推
進（新規）

荒池緑地において、農業センターの特
色を生かし、市民が一日中気軽に農業
とふれあい、家族でくつろいで過ごす
ことができる公園づくりを推進

― 基本構想、基
本計画の策定

用地取得
０�１h a

来園者用の駐
車場整備

緑政土木局

農業公園の充実 東谷山フルーツパークにおいて、将来
計画を策定し、公園施設を整備

農業文化園において、戸田川緑地と一
体的な利用ができるような施設づくり
をすすめるとともに、農業科学館・フ
ラワーセンターの展示内容を充実

―

体験水田の設
置
体験水田事業
の実施

将来計画の策定

駐車場・園路
の整備

体験水田事業
の実施

農業科学館の
展示内容の充
実

緑政土木局

平成１３～１５年度に要する投資的事業費 １�１９２百万円
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